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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像により得られた画像データに基づく第１スルー画像を表示する表示部と、
　前記第１スルー画像上における第１位置を指定するために使用される操作部と、
　前記表示部に対して、前記第１スルー画像の一部の上に、前記第１位置を含む拡大表示
対象領域の画像を拡大した第２スルー画像を表示させる制御部とを備え、
　前記操作部は、前記第２スルー画像上における第２位置を指定するために使用され、
　前記制御部は、前記第２位置が指定された場合に、前記第１位置を、前記第１スルー画
像上における前記第２位置に対応する位置に変更し、前記拡大表示対象領域を、前記第１
位置の変更に応じて更新し、且つ前記拡大表示対象領域を狭め拡大倍率を上げた状態で前
記第２スルー画像を表示させることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記拡大表示対象領域の画像における顔領域を検出する顔検出機能を有する検出部を更
に備え、
　前記制御部は、前記顔領域の検出結果に基づいて位置が調整された前記拡大表示対象領
域の画像を、前記第２スルー画像として表示させることを特徴とする請求項１に記載の撮
像装置。
【請求項３】
　前記検出部が、１つの顔領域を検出した場合は、前記制御部は、前記１つの顔領域が中
心になるように位置が調整された前記拡大表示対象領域の画像を、前記第２スルー画像と
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して表示させることを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記検出部は、二値化情報と輝度パターンの少なくとも一方と、前記顔検出機能とに基
づいて、前記１つの顔領域を追尾し、
　前記制御部は、前記１つの顔領域を追尾した結果に基づいて位置が調整された前記拡大
表示対象領域の画像を、前記第２スルー画像として表示させることを特徴とする請求項３
に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記検出部が、複数の顔領域を検出した場合は、前記制御部は、位置を変えずに前記拡
大表示対象領域の画像を、前記第２スルー画像として表示させることを特徴とする請求項
２に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記検出部が、顔領域を検出しなかった場合は、前記制御部は、位置を変えずに前記拡
大表示対象領域の画像を、前記第２スルー画像として表示させることを特徴とする請求項
２に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記検出部は、二値化情報と輝度パターンの少なくとも一方に基づいて、前記拡大表示
対象領域の画像の形状パターンを追尾し、
　前記制御部は、前記形状パターンを追尾した結果に基づいて位置が調整された前記拡大
表示対象領域の画像を、前記第２スルー画像として表示させることを特徴とする請求項１
、５、６に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記拡大表示対象領域の位置に応じて、前記第１スルー画像における前
記第２スルー画像を表示する位置を調整することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置に関し、特に指定した領域の拡大表示を行う画面表示制御に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、特許文献１のように、スルー画像上の一部を拡大表示させることが可能な撮像装
置が提案されている。拡大表示により、拡大前の通常表示画面を見る場合に比べて、特に
注目する点の視認がスムーズに行えるようになる。
【特許文献１】特開平１１－２９８７９１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、拡大表示させる領域（拡大表示対象領域）は、予め設定された複数のエリアか
ら指定されたものに限られる。このため、拡大表示させたい対象物を適切に、拡大表示さ
せることは困難である。
【０００４】
　したがって本発明の目的は、スルー画像上の任意の領域を、適切に拡大表示させる撮像
装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る撮像装置は、撮像により得られた画像データに基づく第１スルー画像を表
示する表示部と、第１スルー画像上における第１位置を指定するために使用される操作部
と、表示部に対して、第１スルー画像の一部の上に、第１位置を含む拡大表示対象領域の
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画像を拡大した第２スルー画像を表示させる制御部とを備え、操作部は、第２スルー画像
上における第２位置を指定するために使用され、制御部は、第２位置が指定された場合に
、第１位置を、第１スルー画像上における第２位置に対応する位置に変更し、拡大表示対
象領域を、第１位置の変更に応じて更新し、且つ拡大表示対象領域を狭め拡大倍率を上げ
た状態で第２スルー画像を表示させる。
【０００６】
　使用者は、拡大表示させたい位置（第２位置）を、第２スルー画像を見ながら指定出来
る。このため、使用者は、拡大表示させたい位置を、簡単で且つ正確に指定することが可
能になり、使用者の意図に沿った任意の領域の画像について適切に拡大表示を行うことが
可能になる。
【０００７】
　好ましくは、拡大表示対象領域の画像における顔領域を検出する顔検出機能を有する検
出部を更に備え、制御部は、顔領域の検出結果に基づいて位置が調整された拡大表示対象
領域の画像を、第２スルー画像として表示させる。
【０００８】
　顔認識機能の検出結果に基づいて、拡大表示対象領域を移動させることにより、任意の
領域の画像（特定対象物ＳＦ１を含む画像）の拡大表示を維持することが可能になる。
【０００９】
　さらに好ましくは、検出部が、１つの顔領域を検出した場合は、制御部は、１つの顔領
域が中心になるように位置が調整された拡大表示対象領域の画像を、第２スルー画像とし
て表示させる。
【００１０】
　さらに好ましくは、検出部は、二値化情報と輝度パターンの少なくとも一方と、顔検出
機能とに基づいて、１つの顔領域を追尾し、制御部は、１つの顔領域を追尾した結果に基
づいて位置が調整された拡大表示対象領域の画像を、第２スルー画像として表示させる。
【００１１】
　また、好ましくは、検出部が、複数の顔領域を検出した場合は、制御部は、位置を変え
ずに拡大表示対象領域の画像を、第２スルー画像として表示させる。
【００１２】
　また、好ましくは、検出部が、顔領域を検出しなかった場合は、制御部は、位置を変え
ずに拡大表示対象領域の画像を、第２スルー画像として表示させる。
【００１３】
　また、好ましくは、検出部は、二値化情報と輝度パターンの少なくとも一方に基づいて
、拡大表示対象領域の画像の形状パターンを追尾し、制御部は、形状パターンを追尾した
結果に基づいて位置が調整された拡大表示対象領域の画像を、第２スルー画像として表示
させる。
【００１４】
　また、好ましくは、制御部は、拡大表示対象領域の位置に応じて、第１スルー画像にお
ける第２スルー画像を表示する位置を調整する。
【発明の効果】
【００１５】
　以上のように本発明によれば、スルー画像上の任意の領域を、適切に拡大表示させる撮
像装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、第１実施形態について、図を用いて説明する。撮像装置１は、デジタルカメラで
ある。撮像装置１の撮像に関する部分は、操作部１０、レリーズボタン１３、各部の制御
を行う制御部３０、レンズ駆動部４５、露出制御部４７、レンズ５１、ＣＣＤなどの撮像
素子５３、ＡＦＥ（アナログフロントエンド）５５、ＤＳＰ（映像信号処理回路）６０、
記録部７０、及び表示部９０を備える（図１参照）。
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【００１７】
　被写体像は、レンズ５１を介した光学像として、撮像素子５３で撮像される。撮像によ
り得られた画像データは、ＡＦＥ５５でアナログ信号からデジタル信号に変換され、ＤＳ
Ｐ６０で画像処理される。かかる動作が一定時間（フレームレートなどに準拠、約１／３
０秒）ごとに行われ、表示部９０に、画像データに基づいて第１スルー画像Ｓ１が表示さ
れる（ライブビュー表示、図２参照）。第１実施形態では、第１スルー画像Ｓ１の一部の
上に、後述する第２スルー画像Ｓ２が表示される。
【００１８】
　操作部１０は、第１スルー画像上のカーソル１１を上下左右方向に移動させるために使
用する方向キー１０ａ、及びカーソル１１の移動位置を決定するために使用する決定キー
１０ｂを有し、これらは、後述する第１スルー画像Ｓ１上における第１位置Ｐ１、及び第
２スルー画像Ｓ２上における第２位置Ｐ２を指定するために使用される。また、操作部１
０は、第２スルー画像Ｓ２の表示を終了させるために使用する終了キー１０ｃを有する。
【００１９】
　レリーズボタン１３は、半押しすることにより測光スイッチ（不図示）がオン状態にさ
れ測光やレンズ駆動部４５による測距及び測距結果に基づく合焦動作が行われる。測光は
、撮像素子５３における撮像で得られた画像データに基づいて行われる。具体的には、Ｄ
ＳＰ６０は、画像処理において生成される輝度信号から測光領域における輝度値（被写体
の明るさに関する情報）を求め、輝度情報に基づく適正露出を演算し、露出時間や絞り情
報などを、制御部３０に通知する。また、レリーズボタン１３は、全押しすることにより
レリーズスイッチ（不図示）がオン状態にされ、制御部３０は、ＤＳＰ６０で算出された
露出時間や絞り情報などで撮影が行われるように、露出制御部４７を制御し、撮像が行わ
れる。撮像により得られた画像データに対応する画像は、表示部９０に表示され、画像デ
ータは記録部７０に記録される。但し、後述する拡大表示対象領域（第１～第４領域ＣＡ
１～ＣＡ４）の外形枠や、第２スルー画像Ｓ２は記録されない。これらは構図の確認のた
めに使用されるもので、実際の撮像によって得られる画像データには記録されない。
【００２０】
　第１スルー画像Ｓ１が表示された状態で、使用者が、方向キー１０ａを操作すると、カ
ーソル１１が表示される（図３参照）。第１スルー画像Ｓ１上の任意の場所にカーソル１
１を移動させた後、決定キー１０ｂを操作すると、制御部３０は、第１スルー画像Ｓ１の
カーソル１１の位置（第１位置Ｐ１）を中心とした第１領域ＣＡ１の画像を取得し、電子
ズームを使って拡大し、第２スルー画像Ｓ２として表示する（図４参照）。最初に第２ス
ルー画像Ｓ２を表示させたときの第１領域ＣＡ１の大きさは、第２スルー画像Ｓ２の大き
さの約０．６倍に設定される。また、第１スルー画像Ｓ１上には、第１領域ＣＡ１の外形
枠が表示される（図４の実線参照）。
【００２１】
　第２スルー画像Ｓ２が表示された状態で、第１スルー画像Ｓ１内で、カーソル１１を移
動させて、新しい位置（第１位置Ｐ１）を決定すると、制御部３０は、新たに設定した第
１位置Ｐ１を中心とした第１領域ＣＡ１の画像を、電子ズームを使って拡大し、第２スル
ー画像Ｓ２として表示する（不図示）。この場合は、拡大表示する領域（拡大表示対象領
域）の大きさは変動しない。
【００２２】
　第２スルー画像Ｓ２内で、カーソル１１を移動させて、新しい位置（第２位置Ｐ２）を
決定すると、制御部３０は、第２スルー画像Ｓ２上における第２位置Ｐ２に対応する第１
スルー画像Ｓ１上の位置（第１位置Ｐ１）を新たに算出し、新たに算出した第１位置Ｐ１
を中心とした第２領域ＣＡ２の画像を、電子ズームを使って拡大し、第２スルー画像Ｓ２
として表示する（図５参照）。この第２領域ＣＡ２は、第１領域ＣＡ１より小さく、例え
ば第２スルー画像Ｓ２の大きさの約０．４倍に設定される。このため第２領域ＣＡ２を第
２スルー画像Ｓ２で表示すると、第１領域ＣＡ１の拡大表示時に比べて、拡大倍率が上が
った状態で表示されることになる。また、第１スルー画像Ｓ１上には、第２領域ＣＡ２の
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外形枠が表示される（図５の実線参照）。
【００２３】
　更に、第２スルー画像Ｓ２内で、カーソル１１を移動させて、新しい位置（第２位置Ｐ
２）を決定すると、制御部３０は、第２スルー画像Ｓ２上における第２位置Ｐ２に対応す
る第１スルー画像Ｓ１上の位置（第１位置Ｐ１）を新たに算出し、新たに算出した第１位
置Ｐ１を中心とした第３領域ＣＡ３の画像を、電子ズームを使って拡大し、第２スルー画
像Ｓ２として表示する（図６参照）。この第３領域ＣＡ３は、第２領域ＣＡ２より小さく
、例えば第２スルー画像Ｓ２の大きさの約０．２倍に設定される。このため第３領域ＣＡ
３を第２スルー画像Ｓ２で表示すると、第２領域ＣＡ２の拡大表示時に比べて、拡大倍率
が上がった状態で表示されることになる。なお、カーソル１１の位置を、第２領域ＣＡ２
の拡大表示時から移動させなかった場合には、第２位置Ｐ２は変わらないので、第１位置
Ｐ１も変わらず、拡大表示対象領域だけが第２領域ＣＡ２から第３領域ＣＡ３に狭められ
る。また、第１スルー画像Ｓ１上には、第３領域ＣＡ３の外形枠が表示される（図６の実
線参照）。
【００２４】
　更に、第２スルー画像Ｓ２内で、カーソル１１を移動させて、新しい位置（第２位置Ｐ
２）を決定すると、制御部３０は、第２スルー画像Ｓ２上における第２位置Ｐ２に対応す
る第１スルー画像Ｓ１上の位置（第１位置Ｐ１）を新たに算出し、新たに算出した第１位
置Ｐ１を中心とした第４領域ＣＡ４の画像を、電子ズームを使って拡大し、第２スルー画
像Ｓ２として表示する（図７参照）。この第４領域ＣＡ４は、第３領域ＣＡ３より小さく
、例えば第２スルー画像Ｓ２の大きさの約０．０４倍に設定される。このため第４領域Ｃ
Ａ４を第２スルー画像Ｓ２で表示すると、第３領域ＣＡ３の拡大表示時に比べて、拡大倍
率が上がった状態で表示されることになる。なお、カーソル１１の位置を、第３領域ＣＡ
３の拡大表示時から移動させなかった場合には、第２位置Ｐ２は変わらないので、第１位
置Ｐ１も変わらず、拡大表示対象領域だけが第３領域ＣＡ３から第４領域ＣＡ４に狭めら
れる。また、第１スルー画像Ｓ１上には、第４領域ＣＡ４の外形枠が表示される（図７の
実線参照）。
【００２５】
　操作部１０は、表示部９０に設けられたタッチパネルであってもよい。この場合は、第
１スルー画像Ｓ１上の任意の場所に使用者の指などが触れることにより、触れた位置に第
１位置Ｐ１が指定され、第２スルー画像Ｓ２上の任意の場所に使用者の指などが触れるこ
とにより、触れた位置に第２位置Ｐ２が指定される。
【００２６】
　使用者は、カーソル１１を移動させて、拡大表示させたい位置（第２位置）を、第２ス
ルー画像Ｓ２を見ながら指定出来る。第２スルー画像Ｓ２の拡大倍率は、決定キー１０ｂ
の操作回数に応じて、徐々に上げられる。このため、使用者は、拡大表示させたい位置を
、簡単で且つ正確に指定することが可能になり、使用者の意図に沿って適切に拡大表示を
行うことが可能になる。
【００２７】
　制御部３０は、第２スルー画像Ｓ２が表示されている最中に、終了キー１０ｃが押下さ
れたことを認識すると、第２スルー画像Ｓ２の表示を終了させる。
【００２８】
　次に、第２実施形態について説明する。第１実施形態では、使用者により指定された位
置（第１、第２位置Ｐ１、Ｐ２）を含む拡大表示対象領域の画像を拡大した第２スルー画
像Ｓ２を表示する形態を説明したが、第２実施形態では、さらに顔検出などの検出処理を
行い、特定対象物ＳＦ１を特定し、第１位置Ｐ１を補正し、拡大表示対象領域の位置を補
正しながら、第２スルー画像Ｓ２を表示する。以下、第２実施形態の詳細について説明す
る。
【００２９】
　第２実施形態における撮像装置１は、さらに検出部６３を備える（図８参照）。検出部



(6) JP 5015121 B2 2012.8.29

10

20

30

40

50

６３は、顔検出機能や、二値化情報や輝度パターンを使った他の検出処理機能を有する。
制御部３０は、第１領域ＣＡ１の情報（画像情報や座標など）を、検出部６３に出力する
。検出部６３は、顔検出や、二値化情報や輝度パターンを使った他の検出処理を行い、第
１領域ＣＡ１の中、及び第１領域ＣＡ１の周辺で特定対象物ＳＦ１となりうる領域を特定
する。なお、ここでは、拡大表示対象領域が第１領域ＣＡ１である場合を説明するが、該
対象が第２～第４領域ＣＡ２～ＣＡ４である場合も同様である。
【００３０】
　特定対象物ＳＦ１は、顔や目など、予め設定された形状パターンであって、顔は、顔検
出機能や他の検出処理によって検出され、目などその他の形状は、二値化情報や輝度パタ
ーンを使った他の検出処理によって検出される。検出部６３は、顔検出機能で、顔領域を
検出した場合には、検出後の次のフレーム画像からは顔認識機能だけでなく、二値化情報
や輝度パターンを使った他の検出処理に基づいて、顔領域を含む特定対象物ＳＦ１の動き
（形状や大きさの変化）を追尾する。特定対象物ＳＦ１として追尾する対象物の形状や大
きさは変動する可能性があり、たとえ一方の認識機能での特定対象物ＳＦ１の特定が困難
な状態になっても、他の認識機能で特定し、特定対象物ＳＦ１を追尾し続ける。例えば、
正面を向いていた顔が横を向いたりするなど、顔認識機能では、顔領域であると判断出来
ない場合に、二値化情報や輝度パターンを使った他の検出処理に基づいて、特定対象物Ｓ
Ｆ１を特定する。また、ポートレート撮影などで、顔の画面全体に対する比率が大きく、
顔検出機能では拡大表示対象領域内で顔を特定できない場合には、二値化情報や輝度パタ
ーンを使った他の検出処理で、例えば目を含む領域を特定対象物ＳＦ１に設定し、特定対
象物ＳＦ１（第１領域ＣＡ１）の形状パターンに基づいて、特定対象物ＳＦ１の位置を特
定する。
【００３１】
　第１領域ＣＡ１における特定対象物ＳＦ１を特定する場合、検出処理に優先順位をつけ
て、その優先順序で一定時間（フレームレートなどに準拠、約１／３０秒）ごとに検出を
実施する。例えば、検出処理の優先順位で、第１位に顔認識が設定されていた場合、第１
領域ＣＡ１内に顔領域を検出させ、顔領域を検出出来た場合は、検出部６３は、検出した
顔領域を特定対象物ＳＦ１に設定する。顔領域が検出出来ない場合は、優先順位の第２位
以降の検出処理で、第１領域ＣＡ１全体を形状パターンとして検出を行う。検出処理のい
ずれかで特定対象物ＳＦ１を検出することが出来れば、特定対象物ＳＦ１をフレームごと
に連続して特定すること、すなわち追尾が可能になる。
【００３２】
　一度特定した特定対象物ＳＦ１が、拡大表示対象領域の周辺で特定出来なくなった場合
、すなわち特定対象物ＳＦ１の追尾が不能になった場合は、制御部３０は、特定対象物Ｓ
Ｆ１の特定を終了させる。これに伴い、第２スルー画像Ｓ２の表示も終了する。
【００３３】
　顔認識により、検出部６３が、カーソル１１で示される第１位置Ｐ１を中心とする第１
領域ＣＡ１の中で、顔領域を１つだけ検出した場合には、制御部３０は、検出した顔領域
を特定対象物ＳＦ１に設定し、第１位置Ｐ１を、特定対象物ＳＦ１を中心とした検索原点
Ｐ１ａに補正し、補正後の第１位置Ｐ１（検索原点Ｐ１ａ）を中心とした第１領域ＣＡ１
ａを算出する。制御部３０は、新たに算出された第１領域ＣＡ１ａの画像を第２スルー画
像Ｓ２として拡大表示する（図９参照）。また、第１スルー画像Ｓ１上には、新たな第１
領域ＣＡ１（ＣＡ１ａ）の外形枠が表示される（図９の実線参照）。
【００３４】
　顔認識より、検出部６３が、カーソル１１で示される第１位置Ｐ１を中心とする第１領
域ＣＡ１の中で、複数の顔領域（第１～第３顔領域ＳＦ１１～ＳＦ１３）を検出した場合
には、制御部３０は、第１位置Ｐ１を補正しない。制御部３０は、第１位置Ｐ１を中心と
した第１領域ＣＡ１の画像を第２スルー画像Ｓ２として拡大表示する（図１１参照）。こ
の場合、制御部３０は、第１～第３顔領域ＳＦ１１～ＳＦ１３を含む第１領域ＣＡ１ａ全
体を、特定対象物ＳＦ１に設定する。また、第１スルー画像Ｓ１上には、第１領域ＣＡ１
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の外形枠が表示される（図１１の実線参照）。
【００３５】
　顔認識より、検出部６３が、カーソル１１で示される第１位置Ｐ１を中心とする第１領
域ＣＡ１の中で、顔領域を検出しなかった場合には、制御部３０は、第１位置Ｐ１を補正
しない。制御部３０は、第１位置Ｐ１を中心とした第１領域ＣＡ１の画像を第２スルー画
像Ｓ２として拡大表示する（不図示）。この場合、制御部３０は、第１領域ＣＡ１ａ全体
を、特定対象物ＳＦ１に設定する。また、第１スルー画像Ｓ１上には、第１領域ＣＡ１の
外形枠が表示される。
【００３６】
　１回目の検出が行われた次のフレーム画像、すなわち１回目の検出が行われてから一定
時間が経過後（約１／３０秒経過後）のフレーム画像に対して、制御部３０は、２回目の
検出を、検出部６３に行わせる。
【００３７】
　１回目の検出で、顔領域を１つだけ検出した場合（図９参照）、検出部６３は、１回目
の検出で設定された第１位置Ｐ１（検索原点Ｐ１ａ）を中心とした第１領域ＣＡ１ａ及び
その周辺について、１回目の検出で設定した特定対象物ＳＦ１と似通った領域（特定対象
物ＳＦ１’）の検索を行う（図１０参照）。この場合、顔認識機能だけでなく、二値化情
報や輝度パターンを使った他の検出処理も併用して検索が行われる。検出部６３が、顔検
出または、他の検出処理により、特定対象物ＳＦ１’を検出すると、制御部３０は、第１
位置Ｐ１を、検索原点Ｐ１ａから、特定対象物ＳＦ１’の中心である新たな検索原点Ｐ１
ｂに補正し、新たな第１位置Ｐ１（検索原点Ｐ１ｂ）を中心とした新たな第１領域ＣＡ１
ｂを算出する。すなわち、第１領域ＣＡ１が、１回目の検出時に設定された第１位置Ｐ１
（検索原点Ｐ１ａ）を中心としたものから、２回目の検出時に新たに設定された第１位置
Ｐ１（検索原点Ｐ１ｂ）を中心としたものに補正される。制御部３０は、該第１領域ＣＡ
１ｂの画像を第２スルー画像Ｓ２として拡大表示する。なお、第１領域ＣＡ１ａの周辺と
は、例えば、第１領域ＣＡ１ａの一定量だけ拡大した領域を言う（図１３下段左の検索範
囲参照）。また、第１スルー画像Ｓ１上には、新たな第１領域ＣＡ１（ＣＡ１ｂ）の外形
枠が表示される（図１０の実線参照）。新たに設定された第１位置Ｐ１などは、後述する
第２スルー画像Ｓ２の表示位置の調整にも利用される。
【００３８】
　１回目の検出で、複数の顔領域（第１～第３顔領域ＳＦ１１～ＳＦ１３）を検出した場
合（図１１参照）、検出部６３は、１回目の検出で設定された第１位置Ｐ１（検索原点Ｐ
１ａ）を中心とした第１領域ＣＡ１ａ及びその周辺について、１回目の検出で設定した特
定対象物ＳＦ１の形状パターンと似通った領域（特定対象物ＳＦ１’）の検索を行う（図
１２参照）。検出部６３が特定対象物ＳＦ１’を検出すると、制御部３０は、かかる領域
（特定対象物ＳＦ１’）を新たな第１領域ＣＡ１ｂに設定する。すなわち、第１領域ＣＡ
１が、１回目の検出時に設定された第１領域ＣＡ１ａから、新たな第１領域ＣＡ１ｂに補
正される。制御部３０は、該第１領域ＣＡ１ｂの画像を第２スルー画像Ｓ２として拡大表
示する。また、制御部３０は、新たな第１領域ＣＡ１ｂの中心（検索原点Ｐ１ｂ）を新た
な第１位置Ｐ１として算出し、次のフレーム画像における特定対象物ＳＦ１の検出や、第
２スルー画像Ｓ２の表示位置の調整に利用する。また、第１スルー画像Ｓ１上には、新た
な第１領域ＣＡ１（ＣＡ１ｂ）の外形枠が表示される（図１２の実線参照）。
【００３９】
　なお、検出部６３は、１回目の検出時における第１領域ＣＡ１ａの形状パターンと、一
定量以上だけ一致する部分を含む領域を、特定対象物ＳＦ１の形状パターンと似通った領
域（特定対象物ＳＦ１’）であると判断する。具体的には、１回目の検出時における第１
領域ＣＡ１ａの形状パターンの数値化されたものと、比較対照の領域の形状パターンの数
値化されたものとの比較に基づいて判断される。数値化されたものとしては、例えば、二
値化情報の場合には、０になっている画素数などであり、輝度情報の場合には、突出した
輝度値を示す画素数（輝度の明るい部分または暗い部分の画素数）などが挙げられる。検
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索の結果、形状パターンが一致すると判断出来る領域が無い場合には、検索によって特定
対象物ＳＦ１’が特定出来ないとされる。
【００４０】
　１回目の検出で、顔領域を検出しなかった場合は、上述の複数の顔領域を検出した場合
と同様の処理が行われる。すなわち、検出部６３は、１回目の検出で設定された第１位置
Ｐ１（検索原点Ｐ１ａ）を中心とした第１領域ＣＡ１ａ及びその周辺について、１回目の
検出で設定した特定対象物ＳＦ１の形状パターンと似通った領域（特定対象物ＳＦ１’）
の検索を行う。検出部６３が特定対象物ＳＦ１’を検出すると、制御部３０は、かかる領
域（特定対象物ＳＦ１’）を新たな第１領域ＣＡ１ｂに設定する。すなわち、第１領域Ｃ
Ａ１が、１回目の検出時に設定された第１領域ＣＡ１ａから、新たな第１領域ＣＡ１ｂに
補正される。制御部３０は、該第１領域ＣＡ１ｂの画像を第２スルー画像Ｓ２として拡大
表示する。また、制御部３０は、新たな第１領域ＣＡ１ｂの中心（検索原点Ｐ１ｂ）を新
たな第１位置Ｐ１として算出し、次のフレーム画像における特定対象物ＳＦ１の検出や、
第２スルー画像Ｓ２の表示位置の調整に利用する。また、第１スルー画像Ｓ１上には、新
たな第１領域ＣＡ１（ＣＡ１ｂ）の外形枠が表示される。
【００４１】
　上記、２回目の検出動作をフレーム画像が得られるたびに繰り返すことにより、制御部
３０は、特定対象物ＳＦ１が第１領域ＣＡ１に含まれるように第１領域ＣＡ１の位置を変
更する。これにより、第２スルー画像Ｓ２の表示は、安定的に特定対象物ＳＦ１を含む第
１領域ＣＡ１の拡大映像を表示し続けることが可能になる。
【００４２】
　第１の例として、撮像装置１の保持姿勢が同じ状態のまま、１つの顔領域（特定対象物
ＳＦ１）の検出及び追尾を説明する（図１３参照）。
【００４３】
　制御部３０からの指示を受けた検出部６３は、第１位置Ｐ１を中心とする第１領域ＣＡ
１の中で、１つの顔領域を検出する（１回目の検出、図１３上段左参照）。次に、制御部
３０は、検出した顔領域を特定対象物ＳＦ１に設定し、第１位置Ｐ１を、特定対象物ＳＦ
１を中心とした検索原点Ｐ１ａに補正し、検索原点Ｐ１ａを中心とした第１領域ＣＡ１ａ
を算出する。１回目の検出結果として、第１領域ＣＡ１ａの画像が、第２スルー画像Ｓ２
として拡大表示される（図１３上段右参照）。
【００４４】
　次に検出部６３は、次のフレーム画像における、第１位置Ｐ１（検索原点Ｐ１ａ）を中
心とした第１領域ＣＡ１ａ及びその周辺（２回目の検出、図１３下段左の検索範囲参照）
について特定対象物ＳＦ１’の検索を行う。第１の例では、左に移動した特定対象物ＳＦ
１’が検出される。制御部３０は、１回目の検出時における第１位置Ｐ１（検索原点Ｐ１
ａ）は、新たに検出された特定対象物ＳＦ１’を中心とした新たな検索原点Ｐ１ｂに補正
し、１回目の検出時における第１領域ＣＡ１ａを、新たな第１位置Ｐ１（検索原点Ｐ１ｂ
）を中心とした第１領域ＣＡ１ｂに補正し、新たな第１領域ＣＡ１ｂの画像を、第２スル
ー画像Ｓ２として拡大表示する（図１３下段右参照）。３回目以降は、２回目の検出と同
じ動作を繰り返す。
【００４５】
　第２の例として、撮像装置１の保持姿勢が同じ状態のまま、第１～第３顔領域ＳＦ１１
～ＳＦ１３を含む特定対象物ＳＦ１の形状パターンの検出及び追尾を説明する（図１４参
照）。
【００４６】
　制御部３０からの指示を受けた検出部６３は、第１位置Ｐ１を中心とする第１領域ＣＡ
１の中で、第１～第３顔領域ＳＦ１１～ＳＦ１３を検出する（１回目の検出、図１４上段
左参照）。次に、制御部３０は、第１位置Ｐ１（検索原点Ｐ１ａ）を中心とした第１領域
ＣＡ１ａを特定対象物ＳＦ１の形状パターンに設定し、１回目の検出結果として、第１領
域ＣＡ１ａの画像を、第２スルー画像Ｓ２として拡大表示する（図１３上段右参照）。
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【００４７】
　次に検出部６３は、次のフレーム画像における、検索原点Ｐ１ａを中心とした第１領域
ＣＡ１ａ及びその周辺（２回目の検出、図１４下段左の検索範囲参照）について特定対象
物ＳＦ１の形状パターンに似通った領域（特定対象物ＳＦ１’）の検索を行う。第２の例
では、右下に移動した領域が特定対象物ＳＦ１’として検出される。制御部３０は、１回
目の検出時における第１位置Ｐ１（検索原点Ｐ１ａ）を、新たに検出された特定対象物Ｓ
Ｆ１’を中心とした新たな検索原点Ｐ１ｂに補正し、１回目の検出時における第１領域Ｃ
Ａ１ａを、新たな第１位置Ｐ１（検索原点Ｐ１ｂ）を中心とした第１領域ＣＡ１ｂに補正
し、新たな第１領域ＣＡ１ｂの画像を、第２スルー画像Ｓ２として拡大表示する（図１４
下段右参照）。３回目以降は、２回目の検出と同じ動作を繰り返す。
【００４８】
　従って、複数の顔領域が含まれる拡大画像が第２スルー画像Ｓ２として表示されている
場合には、複数の顔領域が含まれた画像の拡大表示を維持するように、第１領域ＣＡ１の
位置が調整される。この状態で、第２位置Ｐ２が指定されると、現在の拡大表示対象領域
（例えば第１領域ＣＡ１）を狭くした新たな拡大表示対象領域（例えば第２領域ＣＡ２）
の画像が、第２スルー画像Ｓ２として表示される。第２位置Ｐ２の指定により、拡大画像
に含まれる顔領域が１つになれば、１つの顔領域が含まれた画像の拡大表示を維持するよ
うに、第２領域ＣＡ２の位置が調整される。
【００４９】
　但し、特定対象物ＳＦ１が第１スルー画像Ｓ１上から外れた場合、すなわち撮像素子５
３の撮像領域から外れた場合や、特定対象物ＳＦ１の形状が大きく変化するなど検出部６
３が特定対象物ＳＦ１を特定できない状態になった場合には、かかる旨の情報を制御部３
０に出力し、制御部３０は、第２スルー画像Ｓ２の表示を終了する。具体的には、２回目
以降のフレーム画像において、検出部６３が、１つの顔領域（特定対象物ＳＦ１）の検出
や、特定対象物ＳＦ１の形状パターンと似通った領域を検出出来なかった場合、制御部３
０は、特定対象物ＳＦ１の追尾が行えなかったとして、第２スルー画像Ｓ２の表示を終了
する。
【００５０】
　また、制御部３０は、第１位置Ｐ１の動きに応じて、第２スルー画像Ｓ２が、拡大表示
対象領域（第１～第４領域ＣＡ１～ＣＡ４のいずれか）と重複しないように、第２スルー
画像Ｓ２を表示する位置を調整する。第１位置Ｐ１の動きに応じて第１領域ＣＡ１が移動
した場合、第１スルー画像Ｓ１上の第１領域ＣＡ１と、第２スルー画像Ｓ２とが重なり合
い、第１スルー画像Ｓ１上の第１領域ＣＡ１が、第２スルー画像Ｓ２の下に隠れて見えな
くなることが起こり得る。このため、第２実施形態では、制御部３０は、第１スルー画像
Ｓ１を４等分し、更に、中心に１つの範囲を設けた５つのエリア（第１～第５エリアＡＲ
１～ＡＲ５）に分割し、第１位置Ｐ１の移動履歴を、通過したエリアに対応させて記録す
る。例えば、第１位置Ｐ１が第３エリアＡＲ３に居る状態（図１５参照）から、第１領域
ＣＡ１が移動して第１位置Ｐ１が第３エリアＡＲ３→第５エリアＡＲ５→第２エリアＡＲ
２と移動した場合、第２スルー画像Ｓ２を第３エリアＡＲ３に移動する（図１６参照）。
また、第１位置Ｐ１が第３エリアＡＲ３に居る状態（図１５参照）から、画像が移動して
第１位置Ｐ１が第３エリアＡＲ３→第４エリアＡＲ４→第２エリアＡＲ２と移動した場合
、第２スルー画像Ｓ２を第１エリアＡＲ１に移動する（不図示）。このように、第１位置
Ｐ１が移動した履歴から第２スルー画像Ｓ２の表示場所を、最適な位置に移動させる。な
お、移動履歴はリングバッファのような周回記録方式を用いて、最も古い情報は、最新の
情報に書き換える形をとり、いくつかの最新情報のみ記録しておく。
【００５１】
　制御部３０は、第２スルー画像Ｓ２が表示され、検出部６３により、特定対象物ＳＦ１
などが検出されている最中に、終了キー１０ｃが押下されたことを認識すると、第２スル
ー画像Ｓ２の表示を終了させ、検出部６３など検出作業の総ての処理を初期化させ、終了
させる。
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【００５２】
　次に、第２スルー画像Ｓ２の拡大表示を行う手順について、図１７のフローチャートを
用いて説明する。撮像装置１の電源がオン状態にされると、ステップＳ１０で、撮像素子
５３による撮像、ＤＳＰ６０による画像処理および露出演算が行われ、表示部９０に、画
像データに基づいて第１スルー画像Ｓ１が表示される。ステップＳ１０の第１スルー画像
Ｓ１の表示は、一定時間ごとに行われる。ただし、レリーズボタン１３が全押しされて本
撮影が完了するまでの間は、中断する。
【００５３】
　ステップＳ１１で、操作部１０の終了キー１０ｃが押されたかを確認する。終了に関し
ては後述するので、ここでは、押されていないという状況で、ステップＳ１２に進む。
【００５４】
　ステップＳ１２で、制御部３０は、操作部１０による第１位置Ｐ１の指定が行われたか
否かを判断する。指定が行われていない場合は、ステップＳ１０に戻される。第１位置Ｐ
１の指定が行われた場合には、ステップＳ１３に進められる。ステップＳ１３で、制御部
３０は、第１位置Ｐ１が指定された状況に基づいて、次に行う手順を選択する。具体的に
は、第２スルー画像Ｓ２が表示されていない状態で第１位置Ｐ１が初めて指定が行われた
場合、もしくは、既に第２スルー画像Ｓ２を表示された状態で第１位置Ｐ１を他の場所に
変更する指定が行われた場合には、ステップＳ１４に進められる。第１位置Ｐ１が既に指
定されており、変更されていない場合には、ステップＳ１５に進められる。第２位置Ｐ２
が第２スルー画像Ｓ２で指定された場合はステップＳ１６に進められる。
【００５５】
　ステップＳ１４で、検出部６３は、第１位置Ｐ１を中心とした第１領域ＣＡ１内で、特
定対象物ＳＦ１の特定を行う。第１領域ＣＡ１内で顔領域を１つ検出した場合、制御部３
０は、検出した顔領域を特定対象物ＳＦ１に設定し、第１位置Ｐ１を特定対象物ＳＦ１の
中心（検索原点Ｐ１ａ）に補正し、更に、第１領域ＣＡ１を第１位置Ｐ１が中心になるよ
うに補正する。第１領域ＣＡ１で複数の顔領域を検出した場合、及び顔領域を１つも検出
出来ない場合、制御部３０は、第１領域ＣＡ１全体を特定対象物ＳＦ１に設定する。この
とき、第１位置Ｐ１、及び第１領域ＣＡ１の位置は補正しない。第１位置Ｐ１（検索原点
Ｐ１ａ）、拡大表示対象領域（ここでは第１領域ＣＡ１）の大きさや位置、及び特定対象
物ＳＦ１に関する情報は、制御部３０に一時記録され、次のフレーム画像における特定対
象物ＳＦ１の特定、及び第２スルー画像Ｓ２の表示位置調整に用いられる。
【００５６】
　ステップＳ１５で、検出部６３は、ステップＳ１４、または前回のステップＳ１５や、
ステップＳ１６で導き出して制御部３０に一時記録した第１位置Ｐ１（検索原点Ｐ１ａ）
、拡大表示対象領域の情報、及び特定対象物ＳＦ１に関する情報に基づいて、特定対象物
ＳＦ１の特定、すなわち特定対象物ＳＦ１の検出、または特定対象物ＳＦ１の形状パター
ンの似通った領域の検出を行う。
【００５７】
　具体的には、検出部６３は、前回の検出で設定された第１位置Ｐ１（検索原点Ｐ１ａ）
を中心とした第１領域ＣＡ１ａ及びその周辺について、前回の検出で設定した特定対象物
ＳＦ１と似通った領域（特定対象物ＳＦ１’）の検索を行う。特定対象物ＳＦ１’を検出
出来ない場合には、検出部６３は、かかる旨の情報を制御部３０に出力する。
特定対象物ＳＦ１’を検出すると、検出部６３は、関連情報を制御部３０に出力し、制御
部３０は、特定対象物ＳＦ１’を新たな特定対象物ＳＦ１に設定する。また、新たな第１
位置Ｐ１（検索原点Ｐ１ｂ）、及び新たな第１領域ＣＡ１（ＣＡ１ｂ）を設定する。次回
のステップＳ１５では、今回の検出で設定された第１位置Ｐ１（検索原点Ｐ１ｂ）を中心
とした第１領域ＣＡ１ｂ及びその周辺について、今回の検出で設定した特定対象物ＳＦ１
と似通った領域（特定対象物ＳＦ１’）の検索を行う。
【００５８】
　ステップＳ１６で、制御部３０は、第２位置Ｐ２に対応する第１スルー画像Ｓ１上の位
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置を特定し、特定した位置に第１位置Ｐ１を変更する。制御部３０は、拡大表示対象領域
を、変更した第１位置Ｐ１が中心になる位置に変更し、且つ大きさを１まわり小さくし（
例えば、第１領域ＣＡ１から第２領域ＣＡ２へ変更する）する。検出部６３は、１まわり
小さく設定された新たな拡大表示対象領域における特定対象物ＳＦ１の特定を行う。第２
領域ＣＡ１内で顔領域を１つ検出した場合は、制御部３０は、検出した顔領域を特定対象
物ＳＦ１に設定し、第１位置Ｐ１を特定対象物ＳＦ１の中心（検索原点Ｐ１ａ）に補正し
、更に、第２領域ＣＡ２を第１位置Ｐ１が中心になるように補正する。第２領域ＣＡ２で
複数の顔領域を検出した場合、及び顔領域を１つも検出出来ない場合には、制御部３０は
、第２領域ＣＡ２全体を特定対象物ＳＦ１に設定する。このとき、第１位置Ｐ１、及び第
２領域ＣＡ２の位置は補正しない。第１位置Ｐ１（検索原点Ｐ１ａ）、拡大表示対象領域
（ここでは第２領域ＣＡ２）の大きさや位置、及び特定対象物ＳＦ１に関する情報は、制
御部３０に一時記録され、次のフレーム画像における特定対象物ＳＦ１の特定、及び第２
スルー画像Ｓ２の表示位置調整に用いられる。
【００５９】
　ステップＳ１７で、制御部３０は、検出部６３から出力された情報に基づいて、特定対
象物ＳＦ１の特定が出来ているか否かを判断する。出来ていない場合は、ステップＳ１０
に戻される。この場合、指定された第１位置Ｐ１の情報など特定対象物ＳＦ１を特定する
ために使用された情報は消去（リセット）、すなわち特定対象物ＳＦ１の特定にかかる総
ての処理が初期化される。また、第１スルー画像Ｓ１上の拡大表示対象領域（第１～４領
域ＣＡ１～４のいずれか）の外形枠や、第２スルー画像Ｓ２が表示されている場合にはこ
れらの表示を終了する。特定対象物ＳＦ１の特定が出来ている場合には、ステップＳ１８
に進められる。
【００６０】
　ステップＳ１８で、制御部３０は、検出部６３から出力された情報に基づいて拡大表示
対象領域の画像データを一時記憶する。ステップＳ１９で、第１位置Ｐ１の移動履歴から
、現在第２スルー画像Ｓ２を表示する位置が、拡大表示対象領域と重複するか否かを判断
する。重複すると判断した場合には、ステップＳ２０で、第２スルー画像Ｓ２を表示させ
る位置を、拡大表示対象領域と重複しない位置に変更する。また、ステップＳ１９の時点
で、第２スルー画像Ｓ２が表示されていない場合、すなわち最初に第２スルー画像Ｓ２を
表示する場合には、ステップＳ２０で、第２スルー画像Ｓ２を表示させる位置を、拡大表
示対象領域と重複しない位置に設定する。重複しないと判断した場合には、ステップＳ２
１に進められる。ステップＳ２１で、第２スルー画像Ｓ２の表示が行われ、ステップＳ１
０に戻され、次の第１スルー画像Ｓ１の表示動作が行われる。ステップＳ１０～Ｓ２１を
一定時間ごとに繰り返すことにより、一定時間ごとに第１スルー画像Ｓ１及び第２スルー
画像Ｓ２の表示が繰り返し行われる。これにより、第２スルー画像Ｓ２も、第１スルー画
像Ｓ１と同様に、ライブビューとして表示出来る。
【００６１】
　制御部３０は、第１スルー画像Ｓ１表示のステップＳ１０を実施した後に、ステップＳ
１１で終了キーが押下されていることを確認する。押下されている場合は、第２スルー画
像Ｓ２を表示している場合は、表示を終了し、第２スルー画像Ｓ２の表示に関連する総て
の処理を初期化する。この後、ステップＳ１０に戻り、そのまま、第１スルー画像Ｓ１の
表示動作が行われる。
【００６２】
　第２実施形態では、第１スルー画像Ｓ１全体に対して小さい領域（拡大表示対象領域：
第１～４領域ＣＡ１～４）の画像が、第２スルー画像Ｓ２上に拡大表示されるため、かか
る領域の画像の詳細を簡単に視認することが可能になる。また、顔認識機能などにより最
初に指定した拡大表示対象領域に含まれる特定対象物ＳＦ１を追尾するため、特定対象物
ＳＦ１の移動に応じて、拡大表示対象領域を移動させ、特定対象物ＳＦ１を含む画像の拡
大表示を維持することが出来る。
【００６３】
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　例えば、風景写真を撮る場合に、特に気になる部分の近くに第１位置Ｐ１を指定し、か
かる部分を含む拡大表示対象領域の拡大表示画像（第２スルー画像Ｓ２）を見ながら、被
写体全体を示す第１スルー画像Ｓ１を確認することが可能になる。また、集合写真を撮る
場合に、ある人物の顔の近くに第１位置Ｐ１を指定し、かかる人物の顔を特定対象物ＳＦ
１として特定し、かかる人物の顔を含む拡大表示対象領域の拡大表示画像（第２スルー画
像Ｓ２）を見ながら、被写体全体を示す第１スルー画像Ｓ１を確認することが可能になる
。また、マクロ撮影において、特に注目したい部分の近くに第１位置Ｐ１を指定し、かか
る部分を含む拡大表示対象領域の拡大表示画像（第２スルー画像Ｓ２）を見ながら、被写
体全体を示す第１スルー画像Ｓ１を確認することが可能になる。例えば、花を被写体とし
、雄しべに注目したい場合は、雄しべを特定対象物ＳＦ１として特定するように第１位置
Ｐ１、及び第２位置Ｐ２を指定する（図１８参照）。風などにより雄しべが揺らいで動い
たとしても、特定対象物ＳＦ１が追尾されるため、注目したい箇所（特定対象物ＳＦ１）
を含む拡大表示対象領域を安定的に第２スルー画像Ｓ２として拡大表示することが出来る
。また、多くの動物を含む被写体を撮る場合に、ある動物の近くに第１位置Ｐ１を指定し
、かかる動物を含む拡大表示対象領域を特定対象物ＳＦ１として認識させ、かかる動物の
拡大表示（第２スルー画像Ｓ２）を見ながら、被写体全体を示す第１スルー画像Ｓ１を確
認することが可能になる。
【００６４】
　また、特定対象物ＳＦ１を特定する際に、おおよその位置が使用者の手入力によって指
定されているため、指定された第１位置Ｐ１の周辺（拡大表示対象領域）を検出するだけ
で、特定対象物ＳＦ１を特定できる。このため、画面全体から特定対象物ＳＦ１を特定す
る形態に比べて、検出時間が短く且つ正確に使用者の意図する対象物を特定対象物ＳＦ１
として特定することが可能になる。
【００６５】
　第２スルー画像Ｓ２の表示では、使用者の意図に対応した領域が表示されない可能性が
ある。例えば、目的の特定対象物ＳＦ１が顔であった場合、その周辺に複数の顔が存在す
ると、意図した顔を特定対象物ＳＦ１として特定しないことが起こり得る。第２実施形態
では、検出部６３は、複数の顔領域を含む拡大表示対象領域（例えば第１領域ＣＡ１）を
、特定対象物ＳＦ１として特定し、制御部３０は、かかる拡大表示対象領域の画像を第２
スルー画像Ｓ２に拡大表示する。この第２スルー画像Ｓ２上で再度位置（第２位置Ｐ２）
を指定することにより、拡大表示対象領域の更なる絞り込みと位置変更を可能にする。こ
れにより、使用者の意図に沿った領域を正確に拡大して表示することが可能になる。
【００６６】
　具体的には、操作部１０を使って、第２スルー画像Ｓ２上における第２位置Ｐ２が指定
された場合には、制御部３０は、第１位置Ｐ１を、第１スルー画像Ｓ１上における第２位
置Ｐ２に対応する場所に変更する。その後は、変更された第１位置Ｐ１に基づいて、検出
部６３による特定対象物ＳＦ１の特定、制御部３０による拡大表示などが行われる。図１
７のステップＳ１３で考えると、操作部１０により、既に表示している第２スルー画像Ｓ
２上で、第２位置Ｐ２が指定されると、ステップＳ１６に進み、拡大表示対象領域が１ま
わり縮小した領域に変更され、縮小した拡大表示対象領域における特定対象物ＳＦ１の特
定が行われる。
【００６７】
　また、拡大表示対象領域の大きさを変えずに、指定した第１位置Ｐ１を変更する状況も
起こり得る。第２実施形態では、第１スルー画像Ｓ１上で、再度位置（第１位置Ｐ１）を
指定することにより、拡大表示対象領域の位置変更をする。これにより、既に第１位置Ｐ
１として指定された位置から離れた位置を新たに第１位置Ｐ１として指定することが可能
になる。
【００６８】
　具体的には、操作部１０を使って、第１スルー画像Ｓ１上における第１位置Ｐ１が指定
された場合には、制御部３０は、第１位置Ｐ１を、新たに指定された場所に変更する。そ
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の後は、変更された第１位置Ｐ１に基づいて、検出部６３による特定対象物ＳＦ１の特定
、制御部３０による拡大表示などが行われる。図１７のステップＳ１３で考えると、操作
部１０により、既に表示している第１スルー画像Ｓ１上で、第１位置Ｐ１が指定されると
、ステップＳ１４に進み、拡大表示対象領域の位置が変更され、新たな拡大表示対象領域
における特定対象物ＳＦ１の特定が行われる。
【００６９】
　なお、本実施形態は、撮像装置１がデジタルカメラであるとして説明したが、デジタル
ビデオカメラであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】第１実施形態における撮像装置の構成図である。
【図２】第１スルー画像が表示された状態の表示部を示す図である。
【図３】第１スルー画像上でカーソルを移動させて第１位置を指定する状態の表示部を示
す図である。
【図４】第１スルー画像上における第１位置、第１領域、及び第２スルー画像の位置関係
を示す図である。
【図５】第１スルー画像上における第１位置、第１領域、第２領域、及び第２スルー画像
の位置関係を示す図である。
【図６】第１スルー画像上における第１位置、第２領域、第３領域、及び第２スルー画像
の位置関係を示す図である。
【図７】第１スルー画像上における第１位置、第３領域、第４領域、及び第２スルー画像
の位置関係を示す図である。
【図８】第２実施形態における撮像装置の構成図である。
【図９】１回目の検出において、１つの顔領域を検出した場合の、第１スルー画像上にお
ける、補正前後の第１位置、及び補正前後の第１領域を示す図である。
【図１０】２回目の検出において、移動後の１つの顔領域を検出した場合の、第１スルー
画像上における、補正前後の第１位置、及び補正前後の第１領域を示す図である。
【図１１】１回目の検出において、複数の顔領域を検出した場合の、第１スルー画像上に
おける、第１位置、及び第１領域を示す図である。
【図１２】２回目の検出において、移動後の複数の顔領域を含む形状パターンを特定した
場合の、第１スルー画像上における、補正前後の第１位置、及び補正前後の第１領域を示
す図である。
【図１３】１つの顔領域を検出した場合の、第１領域と、２回目の検出における検索範囲
の位置関係を示す図である。
【図１４】複数の顔領域を検出した場合の、第１領域と、２回目の検出における検索範囲
の位置関係を示す図である。
【図１５】第１スルー画像上における、第１～第５エリア、第１領域、及び第２スルー画
像の位置関係を示す図である。
【図１６】第１スルー画像上における、第１～第５エリア、第１領域、及び移動前後の第
２スルー画像の位置関係を示す図である。
【図１７】第２スルー画像の表示手順を示すフローチャートである。
【図１８】花を被写体にした場合の、第１スルー画像と第２スルー画像を示す図である。
【符号の説明】
【００７１】
　１　撮像装置
　１０　操作部
　１３　レリーズボタン
　３０　制御部
　４５　レンズ駆動部
　４７　露出制御部
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　５１　レンズ
　５３　撮像素子
　５５　ＡＦＥ
　６０　ＤＳＰ
　６３　検出部
　７０　記録部
　９０　表示部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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